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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞

本書は、デジタルトランスフォーメーション(DX)に関わっている方の中で、特にビジネスアーキテクト(経済産業

省が提唱するDX推進スキル標準の7つの役割の中の1つ)として推進されている方や今後取り組む方に向けた

書籍です。

　ビジネスアーキテクトの役割の中で、ビジネスモデルの構築が一番困難と思われます。かなり創造的な仕事

であるため、方法論をしっかり学ぶ必要があります。そのため、本書では、DXにおいてビジネスモデルを分析・

設計するための知識や手法などを具体的に理解していただくことを狙いとして、ビジネスモデルをどのように立

案して組み立て、どのように評価・検証するかという一連の方法を紹介します。特に、ビジネスモデルキャンバス

等の従来の方法論を使ってビジネスモデルの検討がうまくできなかった方には、お勧めします。

　DXによる新事業/新サービスを実施する際には、どのようなビジネスモデルを採用するかが大きなポイントと

なります。適切なビジネスモデルで収益構造を確立できるかが成功の条件となるためです。また、ビジネスモデ

ル次第では、とてつもなく大きなビジネスチャンスを狙える可能性も出てきます。特に、プラットフォーム化でき

れば戦略上強力なポジションを得ることにつながるため、プラットフォーム化の検討が望まれます。業界の構造

を変えてしまうディスラプターが業界の外から突然出現するかもしれない現在、先んじて対抗する方法を考えて

おくべきでしょう。

　本書は啓蒙書や入門書ではなく、読者には、経営学やIT技術の知識をある程度持つ方を想定しています。

そのため、基本的な用語についての説明は最低限にしているので、分からない用語などは必要に応じて書籍

やネット等で調べながら読み進めていただければと思います。

＊本書は、インプレスR&Dより2020年に刊行した『DXのためのビジネスモデル設計方法』の改訂版です。初版

から内容を変更している主な点としては、ビジネスモデルの4つの視点を3つの視点に変更して独立の章(第4

章)とし、「事業の狙いの方向性」は検討段階の内容として別の章(第5章)に組み入れるように変更しました。追

加した主な内容は、DX推進スキル標準やビジネスアーキテクトの説明(第2章)、ビジネスモデル実現ダイアグラ

ムなどを用いてビジネスモデルの検討をより具体化した内容(第5章)、DX人材育成・推進方法(第6章)などで

す。その他、最新のDXの動向・事例なども関連する章で追加しています。

（インプレス NextPublishing は、株式会社インプレスR&Dが開発したデジタルファースト型の出版モデルを承継

し、幅広い出版企画を電子書籍＋オンデマンドによりスピーディで持続可能な形で実現しています。）
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ズ」等のコンシューマ向けメディア、「IT Leaders」をはじめとする企業向けIT関連メディアなどを総合的に展開・

運営する事業会社です。IT関連出版メディア事業、およびデジタルメディア＆サービス事業を幅広く展開して

います。

【インプレスグループ】　https://www.impressholdings.com/
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【NextPublishing】
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